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大
正
３

年
フ
月

に
第
５
代

市
長
と

な
っ
た

山

本
徳
次

郎
市
長

は

、
上
水

道
実
現

を
悲
願

と
し
た
有
川
貞
寿
市
長
時
代
の
助
役
で
あ
り
、

桜

島
大
爆
発

シ
コ

ッ
ク
が

や
や
収
ま

る
と

、

早

速
、
上

水
道
敷
設
の
目
標

を
復
活

さ
せ
、

国

庫
補
助
と

起
債
の
件
に
つ

い
て
国

と
の
交

渉
を
再
開

し
た
。

同
４

年
２
月
1
8
日
、
国

か
ら
県
知

事
あ
て

に

「
鹿
児

島
市
上

水

道
国
庫

補
助
費
は

先
に

官

報
を
も

っ
て
公

布
さ
れ
た

年
額
の

と

お
り

契

約
す

べ
き
」

旨
の
通
達

が
届
い
た

。
国

庫

補

助
は

総

額
で
1
4
万
７
千
円

、
年
額

割
当
と

し
て

、
同

３

年
度
分
が
１

万

円
と
な

っ
て

い

た

。
こ
れ

を
知
っ
た
市
長
は

、
具
体

的

な
工

事

設
計
と

許
可
申

請
を

急
が

な
け
れ

ば
、
同

４

年
３
月

末
を
も

っ
て
こ
の

国
庫
補

助
は

失

効

し
か
ね

な
い
と

判
断

。
総
工

費
は
6
4
万
２

干
６
百

円
で

、
国

庫

補
助

、
県
費
補

助
を
除

く
市
負
担

額
は
4
6
万
６
千
５

百
円
、

う
ち

、

3
5万
円
は

市

債
に
よ

る
も
の

と
す

る
計
画

書

を

作
成

し

、
同

年
３

月
６

日

に

緊

急

市

会

（
臨
時
会
）
を
招
集
し
提
案
し
た
。
市
長
は
、

「
現

在
、
市
の
人

口
は
約
ア

万
3
4
0
0

人

で

あ
る
が

、
こ
の

上
水

道
は

、
お
よ

そ
2
0年

後

の
市
の

総
人
口

が
１０

万
人

に
達
す

る
こ
と

Ｉ
第
2
5話
～

を
見
込
ん
で
の
計
画
で
あ
る
」
と
説
明

。
市

会
は
満
場
一
致
で
の
議
決
と
な
っ
た
。

（
大
正
４
年
の
市
の
当
初
予
算
は

、
約
Ｅ
万

円
で
あ
り
、
上
水
道
の
事
業
費
予
算
規
模
は
、

そ
の
約
２
倍
で
あ
っ
た
Ｊ

国
か
ら
の
許
可
が
市
に
届
い
た
後
、
配
水

用
地
の

「
上
之
原
峰
ヶ
迫
」
で
起
工
式
が
行

わ
れ
た
の
は
同
４
年
９
月
1
8日
だ
っ
た
。

起
工
式
か
ら
４
年
後
の
同
８
年
１１
月
に
は

上

水
道
の

一
部
が
完
成
し
、
４
１
１
戸

（
２

千
Ｂ
５
９
人
）
へ
の
給
水
が
開
始
さ
れ
た
。

給
水
開
始
に
先
立
つ
同
年
９
月
に
は
、
市
水

道
課
が
新
設
さ
れ
、
上
水
道
敷
設
工

事
は
本

格
的
仕
上
げ
の
段
階
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

影
響
で
資
材
不
足
が
深
刻
化
。
ま
た
、
諸
資

材
の
価
格
が
暴
騰
し
た
た
め
工
事
が

進
ま
な

い

時
代
が

続
い

た
。

そ

し
て

、

総

事
業
費

約
１

３
０

万

円
を
投

じ
た
末
に

、

同
1
1
年
に

よ

う
や
く

完
成
し
た
。

大正6 年に市役所構内に造られた水道事務所
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